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〒６４４－００１１
御坊市湯川町財部字能田５１６番３
電話　０７３８－２４－２２５５ 小池内科

診療科　
内科・循環器科・
消化器科・呼吸器科

院長　小池   良満

こいけないか

(２)

午前9:00～ 12:00

午後4:00～　6:00

月 土金水火 木

※水曜日午後、土曜日午後、日曜、祝日は休診

●院長からのメッセージ●院長からのメッセージ
　私は、銀行に勤めていましたが、父の急死を機に和医大に再入学しました。
　同期に１０年遅れのスタートでした。大学の消化器内科での研修後、平
成２年よりひだか病院第一内科で２年間御世話になりました。その後、大
阪の救急救命センター、医大の救急・集中治療部（ICU）にて急性期と重
症者管理の勉強を４年間、さらに北出病院 内科で２年間、和歌山市の誠
佑記念病院 循環器内科で５年間勤務しました。この間、阪神淡路大震災
やカレー事件の患者さんの診療も経験しました。私も妻も御坊育ちで、将
来は地元で内科医療を行いたい希望があり、平成１３年、再びひだか病院
に戻ってきました。
　ひだか病院での約７年間の勤務の後、患者さんとじっくり向き合い、積
極的に地域医療にかかわりたいとの思いより平成１９年当地に新規開業し
ました。

●ひだか病院に期待すること
　ひだか病院は、私が在籍した頃と比べ質（医療レベル、医療設備）・量（診
療科の新設、職員の増員）・外観（診療棟、名称）など中紀地方の基幹病
院として発展をとげています。
　私も、元同僚、大学の同期、後輩も多く、重症者・専門外・診断と治療
に苦渋する患者さんを気軽に診てもらい、非常に頼もしく有難く思ってい
ます。

●ひだか病院に期待すること



年頭の挨拶

(３)

　令和元年の新春を迎え、心よりお慶び申し上げます。本年もよろしくお願い申し上げます。
　昨年の 9月 1日をもちまして当院は創立７０周年を迎える事になりました。
　さらに時代が令和に変遷したことを機に、名称を国保日高総合病院から新たに“ ひだか
病院 ”に変更しました。今後、人口が減少していく少子高齢化の我が地域においても医療
提供体制を見直さなければならない時期が来ています。平成 27 年度から地域医療構想策
定が行われ、構想の実現に向けて急速に病床機能を調整してきました。昨年も 12 月に７
階病棟の改築が完成しました。その結果、急性期病床を 300 床から 127 床削減し、一般
病床 263 床（高度急性期病床 8床、急性期病床 173 床、回復期病床が 82 床）、精神病床
100 床、感染症病床 4 床で運営しています。このことから患者さんの病状に応じた切れ
目のない質の高い医療体制を構築することができるようになりました。これからは住民の
皆様と医療者がお互いに協力し合って、地域の医療を守るためにより良い病院を目指して
まいります。
　自治体病院の使命として、５疾病（がん・脳卒中・急性心筋梗塞・糖尿病・精神疾患）
はもとより、５事業（救急・災害・へき地・小児・周産期医療）を強化、継続していく予
定であります。
　救急科を新設して 2 年になり、救急医療体制を充実させてより高度で安心、安全な救急
医療体制の構築を行うことができるようになってきました。今後は病診連携の強化を目標
として、紹介率、逆紹介率の上昇を目指していく予定です。　
　医療が患者さんのためにあることは言うまでもないことですが、医療が医療者にとって
働きがいのあるものでなければ、医療の質を確保することはできません。院内のハラスメ
ント被害の予防、撲滅に向けハラスメント防止委員会を設置し、働きがいのある職場づく
りプロジェクトも継続しています。ハラスメントに限らず、職場環境を悪化させるような
すべての問題についての相談や意見をいただく窓口を設置し、解決するためのシステムを
立ち上げ、働きやすい環境を整備していきます。
　さらに、人格育成、定着率向上を図り、これらを通して組織力の向上を目指し、プライ
ドの向上、地域医療の質および業績向上につなげてまいります。
　医師の働き方改革においても、医師が働きやすい勤務環境の整備を行い、特に、初期研
修医・専門（専攻）医研修や医療技術者がのびのびと研修ができ、全職員がモチベーション
を維持して働ける環境づくりを努力目標といたします。
　皆様のご協力よろしくお願いいたします。

                                                                                        　　令和２年１月

ひだか病院

病院長　曽和 正憲



(４)

年頭の挨拶

　新年あけましておめでとうございます。
2020 年・子年　　
　輝かしい一年の幕開けです。
　皆様はどのような一年にされますか？
　昨年出来なかった事、成しえなかった事を今年再度チャレンジしますか？
　昨年の成果を伸ばし発展させ更に成長されますか？
　過去も変えられる！　未来も変えられる！　私はそう思っています。
　過去の間違いも失敗も考えようです。
　成長する為、繰り返さないための基礎の経験です。
　忘れることではなく、活かすこと！
　そして未来は限りなく、いかようにも切り開けます。
　その為には、あきらめないこと！だと思います。
2020・子年　
　東京オリンピック！　たくさんの人々が動きます。
　人・金・言葉・文化・がスピードをあげて交わり、そして時代は大きく変わろうとして
います。
　医療の世界も大きく変わろうとしています。
　地域医療構想、人口減、医療スタッフの偏在、働き方改革、たくさんの問題を抱えながら、
健全な病院経営を目指していくことは非常にむずかしいことです。
　ひだか病院のスタッフが一つになって、昨年成しえなかったことをひとつひとつ見直し、
改善し、昨年の実績をさらに伸ばし限りなく成長していくよう取り組みたく思います。
2020・子年
　牛の頭に乗って一番を取ったとしても、一番！
　たくさんのことに挑戦し、決してあきらめず！　医療の質の向上にこだわり、皆さんに
親しまれ、信頼される病院となるよう、スタッフ一同、ワンチームで頑張ります。
2020・子年
　皆さんにとって素晴らしい一年でありますよう心よりお祈りいたします。

                                                                                        　　令和２年１月

ひだか病院

事務長　畑　忠良



(５)

令和元年度災害医療救護訓練を終えて

　毎年実施している御坊保健医療圏の災害医療救護訓練を9月28日（土）に実施しました。
　新しい元号となった昨年も、次々と来る巨大な台風による災害が多発した年となり、災
害時の初動体制の重要さや災害医療救護訓練を継続して実施していることの大切さを感じ
ました。
　令和元年の当院の訓練テーマは、平成 30年度に引き続き「自身で考え動く！」でした。
訓練参加の職員が当日に資機材準備や本部設営のレイアウトを考え動いてもらうブライン
ド形式での訓練を実施しました。応援に来て頂いた県内DMATが少なかったこともあり、
当院の DMAT が応援に入る態勢で少数で行い、その中で良かった点としては、長年実施
してきて出来なかったDMATによる病院間の搬送に関して、実施することができました。
情報連携がとれていたことにより為し得ることができたことの１つだと思います。
　課題としては、やはり例年と同じようなことになりますが、トリアージやトリアージタ
グの記載、本部のレイアウトや本部として収集すべき情報はなにか、どことコンタクトを
とるのかなど、まだまだ改善すべきことはたくさんありますが、ひとつひとつ訓練を重ね
るごとに解決していければと思います。
　また、御坊保健医療圏全体としても、訓練を重ねるたびにマイナーチェンジを行っており、
令和元年度からは傷病者のブラインド投入、現地救護所の開設場所の変更など、新たな取
り組みを行い検証を行いました。
　外部評価者としてお越しいただきました和歌山県立医科大学附属病院救急集中治療部 
助教　那須　亨 先生から当院での講評時には、訓練の新規要素はスムーズに出来ている
ので、今後の課題は赤タグ患者を受け入れた際に、黄タグ患者を転院させるなど、地域全
体のベッドコントロールも考えたり、抜き打ちでの災害対応訓練や参集訓練などを取り入
れてみてはどうかと提案がありました。
　最後になりますが、災害拠点病院であり、地域の中核病院として実災害時に機能し、地
域として CSCA を確立できるよう今後も取り組んでいきたいと思います。ご理解、ご協
力のほどよろしくお願いいたします。

※CSCAとは
　C：Command＆Control　　指揮と連携
　S：Safety　　　　　　　 　安全　
　C：Communication　　　　情報伝達　
　A：Assessment        　　　評価

庶務課長　藤本 順智（DMAT業務調整員）



(６)



(７)

消防避難訓練を実施しました。

　令和元年 9 月 26 日、福祉支援グループ
「R．ロード G」様より、車イスを 2 台ご
寄贈頂きました。
　「R．ロード G」様からは昨年に引き続
き車イスをご寄贈頂いており、お陰様で多
くの方が車イスをご利用できるようになり
ました。
　「R．ロード G」様の多大なるご支援に
職員一同心よりお礼申し上げます。

耳鼻咽喉科　医師

趣味：釣り　
地域のみなさまに寄り添う医療を目指します。

伊豫　巧朗

表彰・認定・研修修了者等
おめでとうございます☆
令和元年 10月 11日
●令和元年度プログラム責任者養成講習会
　西川　泉

令和元年 11月 11日
●第 3種電気主任技術者免状
　芝﨑　博和

令和元年 12月 1日
●令和元年度医師臨床研修指導医講習会
　山本　円、上西　真也

令和 2年 1月 16日
●令和元年度院内感染対策講習会
　平松　丈尚

「Ｒ. ロードＧ」様より車イスの寄贈
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病院長　曽和正憲

〒644-8655　和歌山県御坊市薗１１６番地 2
TEL0738-22-1111( 代表 )

http://www.hidakagh.gobo.wakayama.jp/
ひ　だ　か　病　院

　一般病棟
日時：令和元年１２月２１日（水）午後３時～
場所：一般病棟５階
訓練内容：一般病棟５階通路付近より夜間出火想定
　　　　　消火訓練・通報訓練・避難訓練

　精神科病棟
日時：令和元年１１月１４日（木）午後３時～
場所：精神科病棟２階
訓練内容：精神科２階パントリーより夜間出火想定
　　　　　消火訓練・通報訓練・避難訓練




